
教科名 年間授業時数 学年

麟

保健  20昧手掃ヨ

'ド

平子   97

醐

計  117口寺F司

3

授業形態 指導者名
2ク ラス合同・3学年合同 l総常より醐 鈴木 浩司・森 逸美

教科書(発行所) 最新 中朝期醜体訳 燃 会社 燐 向

教科書以外の教材(発行所) 中学跡靖実技や昧式会社 鶉 みらい)

目 標

学習のねらい

体育や保健の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的な解決に向けた学習過程を

通して、心と体を一体として捉え、生涯にわたつて心身の健康を保持増進し豊かなスポー

ツライフを実現するための資質・台ヒカを次のとおり育成することを目指す。

(1)各種の運動の特性に応じた技能等及び個人生活における健康。安全について理解

するとともに、基本的な技能を身に付けるようにする。

12)運動や健康についての自他の課題を発見し、合理的な解決に向けて思考し判断す

るとともに、他者に伝える力を養う。

(3)生涯にわたつて運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく

豊かな生活を営む態度を養う。
≪備 分野》

1体つくり運動

自己の体力や生活に応じて、どのような運動をすればいいかを工夫する。

①自己の体に気付く②自己の体の調子を整える③仲間と交流する
2瑠跡魅動

自己の能力に応じて、各運動種目の「技がよりよくできる」ことをねらいとし、自己の能

力に適した技に挑み、その課題搬 していくことで喜びを味わう。

3陸 酌党技

速く走る。遠くへ眺ぶ。高く眺ぶ・遠くべ投げることをねらいとし、自己記録の向上の喜

びや仲間と競争する楽しさを味わう。

4チ求技

集団対集団、個人対個人で攻防を展開し、得点を取り彿 て勝敗を効 ことをねらいと

し、攻防の作戦を立てて、噂 過程や結果に楽しさや喜びを味わう。

5離
自己の能力に適した課題をもつて次の運動を行い、その技能を身につけ、相手の動

きに対応した攻防を展開して練習や試合ができるようにする。

6ダンス

自己の能力に適した課題をもつて次の運動を行い、感じを込めて踊つたり、みんなで

楽しく踊つたりすることができるよう1とする。

7体育に関する知識

各種の運動の特性に応じた学び方や安全の確保の仕方について理解するとともに、

自己の生活の中での生かし方を理解する体ほぐしの意義と行い方及び体力の意義と

体力の高め方について理解する。また、運動の心身にわたる効果について理解す

る。

《保

'謹

/分野≫

1文化としてのスポーツ

(1)文化としてのスポーンの意義について理解すること。

(ア )スポーンは,文化的な生活を営みよりよく生きていくために重要であること。

(イ)オリンピックやパラリンピック及び国際的なスポーツ大会などは,国際親善や世

界平和に大きな役割を果たしていること。

(ウ)スポーンは,民族くヽ。国,人種や性,障害の違いなどを超えて人々移鰊州寸けて



セ`ること。

(2)文化としてのスポーツの意義について,自 己の課題を発見し,よりよい解決に向け

て思考し判断するとともに,他者に伝えること。

(3)文化としてのスポ‐ツの意義についての学習に自主的に取り組むこと。

2感染症の予防と

'と

康を銘 社会の取り組み

(1)健康な生活と疾病の予防について理解を深めること。

(ア)感染症は,病原体が主な要因となつて発生すること。また,感染症の多くは,発

生源をなくすこと,感染経路を遮断すること,主体の抵航力を高めることによって

予防できること。

(イ )健康の保持増進や疾病の予防のためには,個人や社会の取湘が重要であり,

保健・医療機関を有効に利用することが必要であること。また,医薬品は,

正しく使用すること。

3環境の健康―の影響

(1)健康と環境について理解を深めること。

(ア)身体には,環境に対してある程度まで適応能力があること。身体の適応能力を

超えた環境は,健康に影響を及ぼすことがあること。また,ll夫適で能率の

よヤ4部乾避るための温度,湿度や明るさには一定の範囲があること。

(イ)飲料水や空気は,健康と密接な関わりがあること。また,飲料水や空気を衝生的

に保つには,基準に適合するよう管理する必要があること。

(夕)人間の生活によつて生じ,ω麹翔勿は,環境の保全に十分配慮し,環境を汚染し

ないように衛生的に煙 する必要があること。

(2)健康と環境に関する情報から課題を発見し,その解決に向けて思考し判断すると

ともに,それらを表現すること。

出題方針 ・教科書の内容を中心に、資料集・老姉わリントなどから出題する。

第1回考査 なし

体つくり運動・陸上競技・球技・保健など第2回考査

なし第3回考査

なし第4回考査

範囲

(予定)

韓 維 陸匈期野力雄党・ダンス・保

'と

など

定期考査

。評価の観点は、①知識・技能、②思考力・判断力・表現力、③主体的に学習に取り組む

態度、の3項目とする。

《体育分野ll

・評価の方法は、自己評価。相互評価・提出されたレポートの内容・運動技能テスト出席

状況等により、総合的に観絨 咄こ訥腑する。

・毎時間が評価の対象であり、数回の技能テストもそし。

《保健分野》
・評価の方法は、定期考査、ノート提出、提出されたレポートの内容、出席状況等により、

総合的に観点別に評価する。

評価の観点
日評価の方法

先生からアドバイス

(予習・復習の方法、

授業の受け方、

ノートの取り方など)

《体育ノ分里予ll

・更衣を早くし、授業には遅刻しテぶヤ比

・体調の自己管理をし、体調の悪いときには担当教肖市に申し出る。

・π剣り物をしない。

ll保健′分野ll

・提出物は必ず出す
レポートノート等の記述内容の評価は大きいので、しつかり考察して提出しましょう。

・だ剥υ物をしない。



年 間 授 業 計 画 表 (45分授業 )

朝 月 学 習 内 容 日寺数 学 習 の ポ イ ン ト

前期
4
5

6

7

8

9

・体つくり運動 (体ほぐしの動
・体つく蜘聾効(体力を高める運動)

・陸 ヒ競技(創卿 錠・リレー)

・文化としてのスポーツ

・球技(バレーボール)

通勤苛重目
・√蛾童l負幌も、羽(攻 (テニス鍔許榊

感染症の予「ノiと健康を笥賂社会の

取り組み

《第2回考査≫

。ダンス(フォークダンス)

・>求技 (ノ
ミドミントン)

6
6

10

4
8

6

6

8

8

・自己の体に気催 、仲間と交流する。
・互いに協力しながら、体力を高める。
,安全に留意し、鞭 習得する。
・互い協力しながら、手際良く測縦 るよう1こする。
・運動について理解を深める。
・生活の中での生かし方を靭 する。
・安全に留意し、互いに協力し′ぶがら、練習やゲーム

暫力。

・安全に留意し、互いに協力し′ぶがら、練習やゲーム

芝ヒン作了!)。
・生活の中での生かし方を理解するも

・互いに協力しながら練習締 。
上級止と弔後生の交流を深める。

。安全に留意し、互いに協力しながら、練習やゲーム

だとヤF了!)。

後期
10

11

12

1

2

3

邁勤町重目

・武道 l父噂 、球技(テニス。こ欝翔

・球技 (バスケットボール)

・環境の

'謹

康への影響

・[■働触 (長μ醐佐メヒl

遇致訴露重目
・陸雪期支(ハーレレ・走卿副い など)

・器械運動 (マット動 ・眺び嗣
・ダンス(現代的なリズムのダンス)

《寄導ラ醇執査≫

15

10

10

10

10

・安全に留意し、互いに協力し′Fがら、練習やゲーム

をとヤF了!う。
・安全に留意し、互いに協力しながら、練習やゲーム

芝とヤF了!う。
・生活の中での生かし方を理解する。

・自分の目標を立て、ペースを設定して安れ たタイ

ムで走ることを大きな目標とする。

・生涯スポーンに向けて、自ら進んで体を動かすよう

にする。
・常に技術習得を意識しながら、絲曙約 。

総時間数 117 体育 98時間 保健 19時間



教 科 名 年間授業時数 学 年

技術・家庭科 (技 術分野 ) 20 3

授 業 形 態 指 導 者 名

一斉授業 木挽屋 菜摘

教科書 (発行所) 技術・家庭 技術分野 ( 開隆堂 )

教科書以外の教材 (発行所) 技術・家庭ノー ト ( 開隆堂 )

日  標

実践的・体験的な学習活動を通してエネルギー変換及び情報に関する基礎的・基本的な知識及び

技術を習得するとともに、技術と社会や環境とのかかわりについて理解を深め、技術を適切に評価

し活用する能力と態度を育てる。

学習のねらい

C エイ、ルギー変換の技術
(1)生活や社会を支えるエネルギー変換の技術について調べる活動などを通して、次の事項を身

に付けることができるよう指導する。
ア 電気、運動、熱の特性等の原理・法則と、エネルギーの変換や伝達等に関わる基礎的な技術の仕
組み及び保守点検の必要性について理解すること。
イ 技術に込められた問題解決の工夫について考えること。
(2)生活や社会における問題を、エネルギー変換の技術によつて解決する活動を通して、次の事項

を身に付けることができるよう指導する。
ア 安全・適切な製作、実装、点検及び調整等ができること。
イ 問題を見いだして課題を設定し、電気回路又は力学的な機構等を構想 して設計を具体化すると
ともに、製作の過程や結果の評価、改善及び修正について考えること。
(3)こ れからの社会の発展とエネルギー変換の技術の在り方を考える活動などを通して、次の事項

を身に付けることができるよう指導する。
ア 生活や社会、環境との関わりを踏まえて、技術の概念を理解すること。
イ 技術を評価し、適切な選択と管理・運用の在り方や、新たな発想に基づく改良と応用について考
えること                 ―

定 期 考 査

出題方針
教科書の内容を中心に、技術 。家庭総合ノー ト、問題集、教材プリン トなどから出

題する。

範  囲

(予定)

第 1回考査

第 2回考査

第 3回考査

第 4回考査

年度末考査

実施 しない

エネルギー変換の技術

・エネルギーの変換と利用・機器のしくみと保守点検

実施 しない

実施 しない

情報の技術

。身の回りにあるコンピュータ制御・プログラムの作成

エネルギー変換の技術

・エネルギーの変換と利用

評価の観点・

評価の方法

O評価の観点は、「知識・技能」、「思考・判断・表現」、「主体的に学習に取り組む態度」の3

項目である。

O具体的な評価は、定期考査、授業中での作品、技術・家庭ノニ ト、教材プリント、レポー トなど

を適正に活用して総合的に行 う。また必要に応じて自己評価も取り入れる。

先生からア ドバイス

(予習・復習の方法、授業

の受け方、ノー トの取 り

方など)

技術は、実践的・体験的な学習活動を通して、ものづくりやコンピュータの活用に関する基礎的な

知識と技術を習得するとともに、ものづくりや情報に関する学習を通して、将来の自分の夢を実現

するときにいかされる技術的素養を身に付ける学習です。

技術が果たす役割について理解を深め、それらを適切に活用する能力と態度を身に付けることが

大切です。学習を通して、将来の自分の夢を実現するときにいかされる技術的素養を身に付けまし

ょう。



年 間 授 業 計 画 表 (45分授業)

鞠 月 学 習 内 容 時数 学習のポイン ト

日lJ

期

後

期

4

5

6

7

9

10

11

12

1

2

3

Oエネルギー変換の技術

●エネルギー資源の利用

・エネルギーとエネルギ‐変換

・燃料を利用した技術

・発電と送電のしくみ

tエネルギー変換と効率

0電気の利用

・電気エネルギーの特徴

0機器の安全な利用と保守点検

。電気機器の構造

。電気機器の安全な利用

・電気機器の保守点検

《第 2回考査》

●エネルギー変換を利用 した問題解決

●運動エネルギーの伝達

。力の伝達  ・動きを変化させるしくみ

。力や運動を保存するしくみ

《年度末考査》

0これからのエネルギー変換の技術

3

3

2

5

5

2

,さ まざまな機器を通してエネルギーとエネルギー変換

を理解する。
・エネルギー資源の種類、利用方法を理解する。
・エネルギーを有効に活用するためには、エネルギー変

換効率を高める必要があることを知る。

・電気エネルギーの変換のしくみを理解し、適切な利用

方法を知る。

・電気機器の点検について知り、安全な利用方法につい

て理解する。
・電気機器の手入れや点検について知り、事故防止の具

体的な方法を身に付ける。

・はんだごてを用いて、安全・適切な製作、実装、点検

及び調整等ができる。

・運動の伝達について、かみ合い 。摩擦、リンク機構、
スライダクランク機構、カム機構 とその仕組みを理解す

る。
・動力伝達のしくみについて、種類や使用例を知る。
・速度伝達比、 トルクと馬力について知る。
・ リンク機構、カム機構について種類や使用例を知る。

。これからの社会の発展とエネルギー変換の技術の在り

方を考える。
・生活や社会、環境との関わりを踏まえて、技術の概念

を理解する。                 !
・技術を評価し、適切な選択と管理・運用の在 り方や、

新たな発想に基づく改良と応用について考える。

総 時 間 数 20



教 科 名 年間授業時数 学 年

技術・家庭科 (家庭分野) 19 3

授 業 形 態 指 導 者 名

前期 :一斉授業 後期 :二斉授業 小 山 有 紀

教科書 (発行所) 技術 。家庭  家庭分野 (開隆堂)

教科書以外の教材 (発行所) 中学校技術 。家庭科用 技 。家ノー ト 家庭分野 (開 隆堂)

目   標

生活の営みに係る見方。考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通して、
よりよい生活の実現に向けて(生活を工夫し創造する資質・能力を次のとおり育成することを目

指す。
(1)家族・家庭の機能について理解を深め、家族・家庭、衣食住、消費や 環境などについて、

生活の自立に必要な基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるように

する。
(2)家族・家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想

し、実践を評価・改善し、考察したことを論理的に表現するなど、これからの生活を展望

して課題を解決する力を養う。
(3)自 分と家族、家庭生活と地域との関わりを考え、家族や地域の人々と協働し、よりよい

生活の実現に向けて、生活を工夫 し創造しようとする 実践的な態度を養 う。

学 習 の

ね ら い

A 家族 。家庭生活
(2)幼児の生活と家族
ア 次のような知識を身に付けること。

(ア)幼児の発達と生活の特徴が分かり、子供が育つ環境としての家族の役割について理解す

ること。
(イ)幼児にとつての遊びの意義や幼児との関わり方について理解すること。

イ 幼児とのよりよい関わり方について考え、工夫すること。

(3)家族・家庭や地域との関わり
ア 次のような知識を身に付けること。

(ア)家族の互いの立場や役割が分かり、協力することによつて家族関係をよりよくできるこ

とについて理解すること。
(イ)家庭生活は地域との相互の関わりで成 り立っていることが分かり、高齢者など地域の

人々と協働する必要があることや介護など高齢者との関わり方について理解すること。

イ 家族関係をよりよくする方法及び高齢者など地域の人々と関わり、協働する方法につい
て考え、工夫すること。

C消費生活
(1)金銭の管理と購入
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ア )購入方法や支払い方法の特徴が分かり、計画的な金銭管理の必要性について理解すること。

(イ)売買契約の仕組み、消費者被害の背景とその対応について理解し、物資・サービスの選択に必

要な情報の収集・整理が適切にできること。
イ 物資・サービスの選択に必要な情報を活用して購入について考え(工夫すること。

(2)消費者の権利と責任
ア 消費者の基本的な権利と責任、自分や家族の消費生活が環境や社会に及ぼす影響について理

解すること。
イ 身近な消費生活について、自立した消費者としての責任ある消費行動 を考え、工夫すること。

定 期 考 査

評価の観点 日

評価の方法

目   標

出題方針 教科書とノー トの内容を中心にプリント、ワークシー トからも出題。

範 囲

(予定)

第 2回考査 ・金銭の管理と購入  ・消費者の権利 と責任

年度末考査
・幼児の生活と家族

・家族 。家庭や地域との関わり

学 習 の

ね ら い

・評価の観点は家庭科の「知識・技能」「思考・判断。表現」「主体的に学習に取り組む態度」の3点とする。

・授業への取り組み方、発表・プレゼンとレポート、フークシートの記述等から総合的に評価する。

定 期 考 査

。忘れ物をしない。と時間を守る。   ・人の話を集中して聞く。

。課題をきちんと行い提出する。   ・学習内容を家庭で実践する。

・自らの家庭生活を見つめ、家庭生活に姑する課題や考えをもつ。



年 間 授 業 計 画 表 (45分授業 )

学

期
月 学 習 内 容 時数 学 習 の ポ イ ン ト

日IJ

期

4

5

6

7

8

9

O家庭生活と消費

①消費生活のしくみ

②家庭生活における収入と支出

○購入・支払いと生活

①いろいろな購入方法

②購入前に知つておくこと

③いろいろな支払い方法

④情報を活用した上手な購入

○消費者被害と消費者の自立

①なくならない消費者被害

②消費者を支えるもの

③消費者の権利と責任

く第 2回 考 査 〉

○幼児の生活と家族

①幼児のころと今の自分

②幼児の体の発達

③幼児の心の発達

④発達にとつてのおとなの役割

1

1

1

1

1

1

1

0.5

0。 5

1

1

1

1

・物資とサービスの特徴がわかる。

・消費生活のしくみがわかる。

・収支のバランスをはかり、計画的に金銭管理する必要があ

ることがわかる。

・店舗販売と無店舗販売の特徴がわかる。

・売買契約について問題発生の原因や予防方法を含め、理

解する。

・即時払い、前払い、後払いの特徴を理解し、利点と問題点

を理解する。

・生活情報の収集や活用のしかたを理解し、目的に合つた商

品を選ぶことができる。

・消費者被害の現状や背景について理解し、予防の方法が

わかる。
。消費者を支えるしくみについて理解できる。

・消費者の権利と責任について理解し、自立した消費者をめ

ざす。

・幼児期への関心をもつ。
:幼児の身体の発育について、発達の方向性や順序性

とともに、個人差があることを理解する。

・幼児の言語 。認知・情緒 。社会性等の発達について

理解する。

・子どもが育つ環境としての家族や周囲のおとなの役

割について理解する。

期

後

10

⑥遊びを支える環境

O家庭生活と地域のかかわり

①家庭生活と地域での活動

②多様な人びとが暮らす地域

く年 度 末 考 査 〉

⑤遊びが必要なわけ

③地域に暮らす高齢者

④高齢者とのかかわり

1

2

1

1

1

1

。自分の実践的・体験的な活動を通して、幼児にとつ

ての遊びの意義を理解する。

・幼児にとつて遊びは生活そのものであり、十分な遊

びを経験できる環境が重要であることを理解する。

。家庭生活は、地域との相互のかかわりで成り立って

いることを理解する。
。地域で多様な人びとが暮らせるための工夫を理解す

る。

。地域で活動する高齢者や、見守りが必要な高齢者な

どさまざまな高齢者がいることを理解する。

・地域で活動する高齢者や見守りが必要な高齢者との

かかわりを考える。

総 時 間 数 19



教 科 名 年間授業時数 学 年

英  語  (英 語・莞 誕 ) 195 3

授業形態 指導者名

習熟度別による少人数授業およびと斉授業
藉 琴 」さ勒 ヽ口 嗣 印 胎  P10醍 脳 A,鵬

教科書 (発行所 ) N[訥
'HORIZON ttglshCourse3( 

鶉  )

教科書以外の教材(発行所 )

LSl[NINGTRIAL 15-
NttWК賀則RE MLЫ  SttБ STAGtt α会出片反)

NⅣ円R賀則RE"α 会出片D
実ぬ練成テキスト3(文理)

チャンクで英単語飾 dad⊂釦

標

外国語 CttЭ によるコミュニケーションに測する見方・考え方を働かせ、燭 訊球 る「間くこ

と」、前 こと」、願 こと (やりとり)∽ 」、「書くこと」の唇語活動を通して、簡単な盾報や

者えなどを理解骸たり表現したり伝え合ったりするコミユニケーションを図る資質・能力を次のとお

り育成することを目指す。

学習のねらい

・言語の4技能5領域 (「間くこと」「話すこと (やりとり)(発表)」「読むこと」「書くこと」

をバランスよく学習すると
。250語程度のまとまつた英語を聞いて、その内容を理解することができる。

・質問・応答・紹介・交渉・説明・論理的な自己表現などができる。
・ 2∞語程度のまとまつた英語を読んで、その内容を理解することができる。
・基本的な文法・語いを使うて、3∞語程度のまとまつた英語を書くことができる。

定期者査

出飾 十
中高一貫テキストNEWTREAttRE―を中心|ミ 検定教科書にも触れなが獄 副教材

F口瞭 教材プリントなどから出題する
幽罰柏口団醒脂西∽ 1淑跡す行う方金十であ乙

範 囲

(ラ⑭

第2回者査

第3回者査

第4回者査

年隊 者査

中高二貫テキスト NEW釈臥側RE2 Ltton7-3検定教科書内容

中 高 一 員 テ キ ス ト NttWR[AttJRE2 Ltton弘 V10申

中高一貫テキス ト NEWTREAttJRE2 Ltton ll  検定教科書内容

中高一貫テキス ト NEWTREAttJRE2 Ltton 12  検定教利書内容

評価錢 見点・
評価の海法

評価の観点|よ 知識・捕 臥思者・判断・報 表現G老嶽 主体的に学習に取り組む態度の3項

目とす私

具伽的薇翻面|よ 慰 日者査を中lbl&フアイ)区 単元テスト、ね劇蜘 を自む獄諷 酢

の取り組み状況等を画硼期 的 に行う。

先生からアドアヽイス
(摺 ・ 動 的

翻功収 ノートの取り方薇∋

中学3年生では、習熱度月」(希望による)′)人数授業を展開します。標洋コースではこれまでの学習と同

様に、基礎 ,基本の定着を目指した演習や言語活動などを通して学習を進めていきます。発展コースでは

より細かな文濫指導やその文法を駆使したより発展的な言語活動などを通して、言語使用場面に合わせて

学習したことを実践的なものにまで高めていきます。

どちらのコースにも共通して大切なことは、①ラ習②媛栄③復習のサイクルを確立することです。家庭

学習は高校進学をキ見野に入れ、1時間以上を目標に取り組みましょう。ます、①ラ習では、単語調べ、文

法問題集 (Basに)をできる範囲でやつてきましょう。ラ習の段階で疑間にJ胃、つたことは授業で確認し、そ

れでも不明な点は授業後に先生に確認しましょう。―
では、言語活動中は音を大切にしてしつかりと

発音することです。五感をフル活用しましょう。また、積極的な挙手を期待します。一方、書く練習やま

とめの作業では静かに書くことで整理します。活動の1つ 1つにねらいをもち、けじめをつけて学習しま

しょう。さらに、ペアなどによる学ぴ合いの姿勢も大切に畝 お互いに高め合つていきましょう。その日

学習したことは断す③復習します。文法問題集 (Sttndard)をしたり、実練をしたり、教科書を音読した

り、文法事項を自分でまとめたりするなどの努力を欠かさすしましょう。この毎日の積み重ねが定着につ

ながります。週5時間の授業と毎日の家庭学習 (1時間以上)をフル活用して、実践的な英語力を身につけ

ていきましょう。



年 間 授 業 計 画 表 (45分 授業 )

剖 月 学 召 内 容 8ミ,J9に

日」

期

4

5

6

7

8

9

Un■ 0

Three intesting Fむcbabout

Languages

unh l

spOns fbr Everyone

un■ 2

Waiku in English

・ 1・ 2年の与辰り返り

。現在完了 継続

2年時の復習

Sbge2
Lson7
Fθθ♂И′αtt byαρα月

。現在完了形 (完了・ 結果

鰊 ・ 組 獨 腕 )

。現在完了進行形

22

22

Un託 3

朧 onhe醜

shgeml
町鋼け Pヽ甲0止

・呪在完了 経験 完了

・不定詞 副詞白t用法 (原因)

どこれまでの経験を振り返つて

活動報告を発表する

Lson3
skaung fbr Peace

・名詞

・不定代筈詞

・再帰代名詞

5

22

《第2回老査 》 《第2回者査 》

睫山 Rttd l

A Mothers Lu‖ aby

。場面の変化や登場人物のlb情

を読みとる

鰹 4

Un附 4
De r4騨dttM閣ね仰脂

DaiけS-4

・疑間詞+不定詞

・に と～ωr¨・)tO不定詞

・ want..to～

。道案内

・ howto～

L田on 9

ThankYott KakaMu!ad

°日U置修飾と後置修飾

・分詞の形容詞用法

22

後

期

10

11

12

1

2

3

Untt S

ALeg守勝臨∝

。分詞の後置修前間接疑間文 h― ①

Can MagneL Help the

GЮwth ofSovbean S劇ゞ

22

Sttgem2
賊 珀

。日本や郷土の文化などを紹介

する文詳ししW情報を加えなが

ら書く

L-10
Attd卜巖丈attn借せle

磁 T爬

・ 関係代名詞

(主格・ 目的格) 22

《第3回者査 》 《 第3回者査 》

Un託 6

Beyond Borders

・ 1更月E労長  (1属U走参必d目湧ム )

・ I前sh～

L-11
Altt MmⅦ研

"gl咆

討百

・不定詞の発展的用法

・ に～lfbr―ltO.¨

・疑間詞+to

e too～ to..プ enough to～

・原形不定詞

22

《第4回者査 》 《第4回者査 》

[ 冬季休業中 ]

SねgeAd酌出y3
Lers Have a MinI Debate

阻 Rttd 3

A Gradualon GiR'om Steve

Jobs

・主張とその理由を明確にしな

がら述べたりすることができ

る
。速読 (スピーチ原稿を読む)

Lson12
A WarSto弾‖er'Om the

Himcッuri StudentCorps

睛
―

②

AⅥbmm陥 岬
腱oplttOldld蕗

。間接疑間、付加疑間

・感嘆文

・仮定法過去

22

《韓 》 《韓 》

3年間の総まとめ 5

《 スプリングチャレンジ 》

総時間数 190



令和 6年度 岡山県立倉敷天城中学校

第 3学年 道徳年間指導計画

学城の教育目標 科学的思考力跡」造力を身に付け、21世紀の社会を各分野で主体的に担つていくことができる生徒の育成

幅広い知識と国際的な感院を身に付け、国際社会で活躍できる知的バランスのとれた生徒の育成

豊かテF人間性をもち、自分餡田ジ他を尊重しながら個性を伸長する意欲ある生徒の育成
教科書

検定教科書「自分をのぼす」

学年の重点項目 広いテ鵬 をもち、ド にも最善翔《くしげしRの実現を目指して自己の人生を切り開く意欲と態度を育てる。

月 主酪 輔
瑯

酪 名 れらい

4

オリエンテーション オリエンテーション 生徒が主体的に楽しく道慰望邸こ取り組めるよう、意欲を引き出す

責任ある判断 肝 (1) リクエスト 自妊 朔 研獅 招 鞭 硼 離 班 脚 朝 礁ることを通じく印靭 簡 と責任の畑 さ1雛、自ゴ4【よく考帥 i御 増 韓 陸 もr璃霞欝時度盤 う。

家族の深い愛l背 併(10 スダチの苗木
両親の苦労を知って心を震オえ子る筆者の心情を共感的に瑶牌することを通して、自分を育ん C・くれている家族の愛情の深さに気付き、家族テども曖 し

て、数 の一員としてよりよ予蕩寵空活を築こうとする動 を養う。

6

寛容芍詢鎗な心 卜 191 山寺のびわの実
さえと竹薦の話を開いて、深々と頭を下げる甚太の心2期いこついて考えることを通して、寛容て謙滋極め よさく吠 切きに気付き、働 研鮎

場を尊重し、いるいろなものの見方や考え方を受け入れていく道徳的態度を養う。

自制する心 卜 ② 独りを慎む
人暮らしを攻台めた筆者がぶつかつた「どきんとすること」を手がかりに、「必虫りを慎もヽ」ことの意義を考えることを通して、節制に咽脚すて、′と身

の健康や策全て調和のある生活を築いていこうとする遭徳的実践意欲を培う。

生命の尊さ 防 (19) 誰力)のために
残りわずか″ょ`

'鋼
を娘のために必鬼 輩 きようとする母の姿から、 儲働つために生きる」ことについて考えることを通して、生命の尊さを祁長性ミつ

関係性など多面的・多角的に理解し、力■すがえの′F彰 ′`輪 を尊重する道徳的哺 を仙

希望をもつて生きる 肝 141 優しいうそ
交通義梨こよる著難を乗り越え、

「
吾ξり割劇角 として復帰を決bした筆者の生き方について考えることを通して、勇気と希望をもつて生きることの

大切さに気付き、より高い目標に向力つて、蝉 を乗り越えていこうとする的 を培う。

G

役割と責任(ア)自覚 鈴 (15) 監督がくれたメダル
監ll髯式」Vとのやり取りを通して、嫌だったノックを丁寧に打つようになった筆者のィ敵功町ヒ1こついて考えることを通して、自己の所属する集団の意義や

自らの役割を理解し、:責イとを自覚して集団生活の充実に努める鰤 を培う。

いじめを計さ′Jヽ彰ヽ 心 ∝ (11) 卒業文集最後の二行 T子さん靱 t班産檄 御ヽ 榊働 (考渇こと樹 して、融 アヽれヽしめを]に起こ切ミ拗覇さ鞘 さ11鮒き、湖J割硯 い陽郁敵詢的間とし守さ
'「

ヤ遭醐液横 う。

人と人とのつながり 辟 (6) 原積用紙
お世誦になっていた難波闘吉の専務から臨 を受け、誦滋開いた拗 ′L哺について考えることを通して、互セヽこ支え合う闘際性のよさに気付き、思

しヽく。りの心と感謝の念による人と人とのつながりを大切にする道縛的 聯 を育仇

自然との共生 l>(201 襟裳のこと 翻 人々による白徽 取り翠レ乾夕,つたlil、lの騨 〕ヽ て`枕 ること樋 K餓 甥 高さく'自 夕輔 脚 l第こと
―

峡脇 て'自
'V鶏

動 宙郷 謝 甜 掛 う。

7

自己の向上を図る 肝 131 ぶれなしヽい イム`ナ膀 曹― 自分常 な 二夫t″励 ら`努力督賜喧れてき層刃暢藩さA〃ヒき方偕)て考えること加 しく 自己を見効 、自閾瀬止細 って,ヽこうとする遭癬膀羽語欲掛 う。

生きる希望と喜ひ l>(221 ひまわり
美しい景色を目にしたことをきっ力■サに、絶望を乗り越え、誇りをもつて生きようとする筆者げ とき方ヴ愛Yヒにつ予ヽて考えることを通して、自らの弱

さや醜さと戦い、自己を奮し泣たせて、生きる希望時曹びを見出す首臼釣L情を育帆

をめヽらイ言頼できる友達 卜 ③ ライ′シレ
友情をめぐる良′との呵封こ苦しみながらも、そオしを乗り越えていこうとする啓介と藤大の心情を共感的に理解することを通して、心から情傾できる友

達のよさく状 切さに気付き、友達と互ヤヽ動 まし合い、高め合う関係を築いていこうとする道綺軸展隣意欲を培う。

e

自己の行為の責任 卜 (1) ピヨ子 廟 践,〕 こヽ送つた醐 切散したことで起きた問題1=)ヽて考えることを通して、自ら考な中断し、実行し、自己鮪為σノ結果難 をも軸 幣度を養う。

ネL子機の美しさ 卜9) 席を諌られて
鱒 のネL― しさと、そオしを目撃した峯者のネL鞠こついて考えることを通して、相手の人格を認め、尊敬鰤 を伝えるオLf義のよさや大

切さに気付き、時と場(コきじて適切な言動をとろうとする遭徳的実践意欲を培う。

効労の尊さや意義 鈴(10 てんび崩よかり 靴本研碗いもの力ちれかり父の談 帥 て`鞠 嗅伸咤こと1動 て`考えること樋 しく効 )尊さ式織 棚解し、効 樋 し(ll寄輔 しようと勇 嘲 掛 う。

熱 え翔 卜 (6) 翔 帰郷 人々嚇 くつ支えに応えようとする簿t査を養う。

10

存静員と竜鬼贄互坊鋲 肝G) アイツの卿
鞭 めぐる真一と夏樹例思いを共感的に理解し、よりよい関係を熱 てヽいくことについて考えることを通して、異性間においても信頼と敬愛の

念に基づき、互いを向上させていける人間関係を築いていく道徳的実践意欲を培う。

緻 ミヽつりの′b 卜 161 月明かりで見送つた夜汽車
I妃ヒの算、1子ちを察しく電気を消すY先生と、そオしに対して声をあげ拍手をきる先生たちの思嘲こついて考えることを通して、相手の重御 こならない

思いやりのよさミ●大切さに気付き、深い理解と兜謀こ基′づく思いやりの心を大切にする道曲的哺 を育仇

支え合う家族の絆 ← (141 母と子のロードレース
アスリートとしてのリスクを省み伏 拇への′L偽汗移値を徹 なヽがらも、ロードレースに洸戦u陶すだ自澤崇史さスつ思▼Ч

=)ヽ
て考えることを通して、家働 らゝの支え

糊 ムの愛樹こ気付き、家族の 員としての自覚をもつて、互,W故 え合う雰庭生活を鞘 てヽいく道誨耐僕磐落8乏塘う。

生鯉 をめぐる葛藤 レ (19) ド‐ 二初簾 嘘砂 鰯 ある白軒 続 防常渉慇 り、鱒 働 端 えることを通K拗 叫 さ惨醐 ,多角棚こ騨 い自卍′ノと紛鞘掛 ′」と恥罐 を養う。

法やきまりの講 ← (10) 元さんと二通の手紙
二通の手細を受け取つた元さんが「この年になって初めて考えさせられること」について考えることを通して、法やきまりの意義を理解し、そオtらを

進んで守り、規律ある安定した社会の実現に努める鞭 を養う。

錫 mか 催ヽ 務 観 ← (11) 虹の国―ネツレツン・マンデラー
ネアレツン・マンデラが目指した社会の在り方について考えることを通して、無知から生まれる偏見や不寛容な心など人間の可弓さや醜さに気付き、正義

と公正さを重/υ じ、差別ミi偏貝Iπ )′FIヽ1娑の実現lこ努める道簡的喫隣意欲を培う。

理想を追い求める 卜 (4) 風,こ立つライオン
「風に向力ヽつて立つライオンでありた予」 と願う「僕」の生き方について考えることを通して、メとの理想を迫V球めることの大切さや素晴らしさに

気付き、3虫し意志と希望をもつて人生を切り拓いていく道徳的実践意欲を培う。

よりよく生きる喜び l>(22) 人の弟子
l電自の自百合を見て涙を流す暫ユ朗礫 Wこついて考えることを通して、自己のB司 さく激 さを乗り越えようとする人間の強さや気高さに気付き、人F翻と

してよりよく生きる喜ひを見出していこうとする道捕的映践意欲を培う。

12

閾 、  ヨ謝笏とD垢I l>91) ほつちゃれ ほつちやれ,'さまし,甥欝

"る

、筆者¶わちゃれを11敵
'引

切殷乾哄鐵絣こ理解すること遭幅して、燕 アヽよる自約帯隊も拗営引翻障驚協髭も襲 騨お椛 育五

江雷lt自留お抗柳業上き方 肝 (1) カントとルツー カントかψレノーの「■ミール』から学んだこと1と)ヽて考えることを通して、大岡力熟瑠鞘こもつ良,この噂さに気付き、自停ノ精神を重んじる道衛的と靖を吉誂

をの通し冷い }161 あるフヒユのこと
‡基

(板に深々と頭を下げる′少年を目撃した筆者の感動を共感的に理解することを通して、人と人とのをつ通ヤ浴 |つよさに気付き、人I藻肇 まヽ え合

って生きていることを自覚し、思帝や りと冦謝D心をもつて他きに接していこうとするい を培う。

1

国と国との友執子朗
】 ← (18) 海と空―樫野の人々―

エアレトレールノ卵 話を知った「不幻 のμbい1動 てヽ考えることを通して、日熟奇うな相互扶助のよさや大切さに気付き、世漁の平和と人類″♪発展のた

め、他目の人々と支え合い、助け合おうとする道櫛的喫践意欲を培う。

ど綸Db ∝ (10) ベビーカー論年 ペビーカ→争▼赤Vd▼ )ヽて考えることを通して、社鍋 ヨ既サを囚もこの大切さに気付き、きl去帥とそれを支える公衡此を大4こして、輝欝ある雛した社会の実現甥める遭徳的懲度を養う。

硫 文修 常 り受け継ぐ ← (17) 愚命
`「

)木―動 の人li― l口書けの大樹蜀b硫よ a々騨 独ヽ帥鮒 ること樋しく先人の残し脚 紛潮さ1子鮒き、我掴の帥潮 切陳と文l閉脇詞軟しようと携選瑚磯餓掛う。

2

社会のつながり 併(lD 講み物資料 A苺力飛 ひ立つ日 まわりの人々とつながりをもち住みよい卒上玄
△を目指す姿勢を養う

生命鞄 訪 念 レ (191 葛砂丸とポ トマックリIIの こと 僧拗舶敷おうとしてとく
'ぶ

つたアーラン隧クヌメ ン嚇お獅魂ようとする人々 T,留↓ヽこ〕 てヽ考お ことを通しく 4命の尊さ理解快自lし

'/f〉

おヽ,〕掬碗1士賀|を種 す碇船噛理残う。

l角【土F)テと展t帯静けする 併(10 先年先のホるさとヘ 「
つ

― l旧か られた刻 1牌掏と注約tウ凋閾鮒 る融 W=)て考えることお通陳 、郷土′と′養快 ゴ夢出その靭 鬱勤ようと,前霙舶難鶏欲訪群う。

社会参画 併 (121
招集通知―あなた力戦判員に

なるとき―

′,(ス′なの話を聞いて議ⅥR制度について考えた恵美が気付いたことについて考えることを通して、主体的に社会と関わることの大I列 きに気付き、卒と菖
▲

参面の意識と仕翁直帯の自覚を深め、公共の精神をもつてよりよし壮会の実現に努める道徳的映践意欲を培う。

3

真理拮盛kをする修度 肝6) ショーミンハウアーとニーチエ ンョーミンヽウアーと巧 ェのエピツー陀ギれ材ヽりli l自ソフ)ておえることJ♂)大切き1=)｀ (考えることな騒しくと伸樹攀 輔 ナて,ヽ こうとする首8嶋融陀残う。

大同としてり誇りけ舶 女Jモ方 D― 122) 度と
'F予

次 生だから l凌と
'拇

り』3均 ら謝υ ら約U騨セ覺)Jと残 自砂 生き方を見効 忠母整通しく 気高く生きようとする自己妍酬こし渤ちく よりよヤヽ)とを明り細 てヽヤヽく進傲磯粥誡努う。

1年間のお、り返り



教 科 名 年間授業時数 学  年

サイエ ンス (課題研 究 ) 39 3

授 業 形 態 指 導 者 名

一斉授業

奥野晃司

木挽屋菜摘

小山有紀

武下晃慎

高木 由貴

皿海和義

鈴木浩司

森 逸美

郷野拓海

Andrew

中川一樹

平井敬貴

松末 昌樹

目  標

科学が社会生活 において果た してい る役割 を理解 させ 、自然 に対す る

関心 を高 め 目的意識 をもつて実験 。観 察 。数学的活動 を行 うことによ り、

科学的に調べ る能力 と態度 を育てる。さらに、実験 。観察等 か ら生 じた

疑 問 を学 んだ知識やそれ らを組み合 わせ ることに よ り解決 させ るな ど

課題解決的な学習 を取 り入れ ることによ り、自然の事象や現象 について

の理解 を深 め、科学的思考力や想像力 を養 う。

学習のね らい

①課題研究において探求内容を社会科学、人文科学、自然科学に分類し、文

献の調査の方法を身につける。

②文献調査をヒントに探求課題を設定し、課題意識を持たせるとともに、様

々な解決方法を考えさせることによつて論理的な思考力を身につける。

③論理的思考力を構成する様々な推論形式 (ピアジェの形式的思考操作)

を強化することによつて、認知能力の促進・加速を図る。

④研究発表会、論文記録集を作成し、 3年間のサイエンス・グローバル・

AMAKI学・教科の学習の集大成とする。

評価の観点

①課題解決のために様々な解決方法を考えようとする態度が身についている。

②課題を解決するために実証的、論理的に考えたり、分析的、総合的に考

察したりすることができる。

③形式的思考操作ができる。

④他者の意見を参考にして論理的な思考や判断をし、自分の考えを論述する

ことができる。

⑤自分の意見を適切にまとめ、効果的な発表ができるも

先生か らア ドバイス

(授 業の受け方、ノー

トの取 り方など)

・積極的に授業へ参ブJ日 し、自ら学び、 自ら表現する力を身に付けま しょう。

・課題探求の過程では、答えが一つには決ま らない課題 も出てきます。柔軟

な発想や調査活動を通 して様々な可能性 をしつか り考えま しょう。

・仲間や先生 との議論 を通 して、批判的、複眼的、分析的に考え、自分の

考えを論文で発表 しま しょう。

・ グローバルで学習 している言語技術の手法 とサイエンス学習 した科学分析

方法を利用 して、自分が研究 したい内容 (各教科で得た知識)について意

見が言 えた り、文章が書けた りするようになりま しょう。



年 間 授 業 計 画 表 (45分 授業 )

学期 月 学 習 内 容 時数 学習のポイン ト

前

期

4

5

6

7

8

9

。方針説明
・ゼ ミ開講 。ゼミ内の計画方針
・テーマ・リサーチクエスチョン探 し
。テーマ・リサーチクエスチョンのこ失定

。テーマ・リサーチクエスチョン検討会
。文献調査など各 自の活動
・ 探 求課題 の解決 のた めに

研 究計画 を立て る。
・ 探 求課題 の解決 のた めに

調査や ヒア リングを行 う。

・ 研 究 中間報告

。調査、研究

。調査結果 をま とめ る。

4

4

4

3

4

・ ゼ ミ内の年間計画を立て、組織的、効率的に

活動できる環境 を設定す る。

。担当教師 としっか りとディスカッションをす

ると

。文献調査から導かれた新たな課題について個

人で探求活動をすすめる。

・ 指導担当者がア ドバイザー とな り、探求方法

な どについて計画を立てる。

・ ヒア リング調査、質問調査、インタビュー調

査や実験など体験を通 して課題を解決 してい

く。

・文献やインターネットを使つて情報を収集すること

ができる。

。集めた情報を人にどのように伝えるかその内

容のまとめ方を習得する。

後

期

1 0

1 1

1 2

1

2

・ 論 文 作成 の準備 をす る。

・ 粗原稿提 出

・ 論 文修 正

。研 究論文集 の作成

とポスターの作成

。発表準備

・課題研究発表会

5

4

3

4

4

Thinking SOience、 グローバルの授業で学習

した科学的分析方法や、パ ラグラフライテ ィ

ングの手法を用いて調査探求をした内容につ

いて論文を作成す るj

・フ
°
レセ

゛
ンテーションの技能を身に付 ける。

・研究の成果 をま とめる

。1年 間の研 究成果 を発表す る。

総 時 間 数 39


